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１．はじめに
輪島の漆器や浄法寺漆が有名であるが、鳥取県鳥取市佐治町にも地域固有の遺伝子をもつ佐治漆が存在している（橋谷田:2016）。佐

治漆は1965年を境に漆液生産が停止し、現在は佐治漆研究会が佐治漆の復興に励んでいる。しかし、佐治漆は鳥取市のみならず佐治町内

でもあまり注目されていない。本研究では、元漆搔きと現役の塗師から聞き取り調査を行うとともに、鳥取県立博物館所蔵の佐治町内の
古絵図を分析し、佐治漆の衰退要因を明らかにする。佐治漆の最大の衰退要因は漆掻きの消滅であると考えられる。また能登、浄法寺と

佐治の漆液生産を比較する。このような調査を通して、佐治漆の復興が実現するための条件を考察したい。

３．研究の結果

（１）漆掻きの歴史
漆掻きへの聞き取りを行った（表１）。個人事業主としての漆掻きは、

教職と漆掻きの仕事を兼業した例もある。自ら採取した漆を県外まで販売
に行く者もいた。栃木県日光まで父親と共に夜行汽車で、漆桶を下げて運

んだ例や、高松まで売りに行ったという例がある。教職と漆掻きの仕事を
兼業した例もある。また、輪島の漆器店は、佐治漆を買い、その漆で製造

した漆器を売りに来ていた。「輪島講」という形態で地元に根付き、漆器
製品を販売していた。佐治における「輪島講」は、平成10（1998）年ごろ

まで続いた。太平洋戦争中は国策により漆木の伐採が行われ、戦後は合成
漆や合成塗料の発達と普及、プラスチックの普及、中国産漆の輸入の増加

などの要因により国産漆は減少の一途を辿っていった。また、若い世代の
労働力の流失など、こうした諸条件が重なり、昭和40（1965）年を境に佐

治の漆掻きは廃れて行った。鳥取の漆器は、昭和40年代まで生業として続
けていた職人も数人存在していた。佐治漆は、加瀬木を拠点に昭和15

（1940）年ごろに漆組合が結成され組織的に流通を行っていくが、昭和30
年代に解散する。

（２）江戸中期における佐治漆の生産地
江戸時代に描かれた佐治地域の古地図（図１）を見ると、加瀬木、加

茂、余戸の三つの地域で多くの漆畑があった。江戸時代の生産量の記録

（表１）からも同様の傾向がみられた。図１を色分類した土地利用図（図
２）を作成した。漆畑が町全体の面積の半分を占めていた。また、地質図

（図３）から、加瀬木、加茂、余戸の周辺は地すべり地形であることが分
かった。周囲は急斜面だが地すべりによって段々畑が作りやすくなったと

考えられる。

（３）現在の職人の継承
現在は職人のＨ氏が作品制作の傍ら、文化の継承を目的として、漆の研

究や漆畑の復興に従事し、そのために自ら漆掻きも行う。また、漆塗り教

室の開講、地域の学校での講演やワークショップも行っている。

４．考察
佐治町では江戸時代に漆生産が栄えており、太平洋戦争を経て減少しつ

つも昭和40年まで生産が続いていた。生産が止まってしまったことには科

学技術の発展や国際化により漆の需要が下がり、職人が減少していったこ
とが理由として挙げられる。

地質図から生産が盛んであった地域の特徴を見ると、漆の栽培条件とし
て三郡変成岩の地質にあることに加えて，地すべり地形であることが考え

られる。漆の研究や漆畑の復興に従事する職人がいるものの、数少ないこ
とから、復興のためにはより多くの人が漆に関わっていくことが重要であ

る。
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図１ 加茂村の田畑地続全図（1844年）

図２ 加茂村の土地利用（1844年）

図３ 佐治町の地質（産総研シームレス地質図による）

表２ 江戸時代における佐治町内の漆の生産
（中村ほか2022による）

表１ 佐治の漆掻きへの聞き取り

２．研究の方法
佐治漆産業の歴史と漆産業の継承問題について文献調査を行い、歴史的背景から現在の問題の原因 を探る。また、塗師のH氏や元漆掻

き職人のN氏など、佐治漆産業に関わる方々に聞き取り調査を行い、現在の職人の継承状況についてまとめる。さらに、他地域(石川県、

岩手県)の漆職人への 聞き取り調査を再分析し、佐治の漆産業と比較することで、佐治漆産業の衰退の特徴を明らかにする。
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